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大
学
院
に
入
学
し
た
ば
か

り
の
夏
で
あ
っ
た
。
旭
川
で

の
学
会
終
了
後
、
先
輩
や
同

期
と
網
走
に
足
を
延
ば
し

た
。
こ
の
地
に
東
京
農
業
大

学
の
学
部
が
新
設
さ
れ
る
と

し
た
組
織
拡
大
を
確
認
す
る

た
め
だ
。
大
自
然
を
移
動
す

る
車
窓
か
ら
見
る
北
海
道
の

森
林
は
、
地
域
で
様
相
が
大

き
く
異
な
る
こ
と
を
知
っ

た
。
南
は
ブ
ナ
を
代
表
樹
種

と
し
て
ミ
ズ
ナ
ラ
、
サ
ワ
グ

ル
ミ
、
ヒ
バ
が
、
北
は
ハ
ル

ニ
レ
、
シ
ナ
ノ

キ
、ト
ド
マ
ツ
、

エ
ゾ
マ
ツ
、
ダ

ケ
カ
ン
バ
な
ど

が
分
布
す
る
。

き
の
こ
を
こ
よ

な
く
愛
し
始
め

包
括
連
携
協
定
の
も
と
Ｂ
Ｓ
Ｃ
工
法
を
推
進
…
…
…
…
…
…
…
…
❷

東
京
農
大
発
を
目
指
し
て
い
る
「
珍
し
い
果
実
」
…
…
…
…
…
…
❷

「
Ｍ
ｙ
果
樹
」が
今
年
も
始
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❷

ジ
ビ
エ
料
理
で
地
元
の
〝
農
〞
の
助
け
に
な
り
た
い
…
…
…
…
…
❸

サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
に
「
古
農
機
具
」
展
示
…
…
…
…
…
…
…
…
❸

硬
式
野
球
・
陸
上
・

社
交
ダ
ン
ス
・
柔
道—

—

選
手
た
ち
の
活
躍
を
紹
介
…
…
…
…
…
…
❹

て
い
た
私
の
心
に
は
、
樹
種

の
違
う
林
床
に
発
生
す
る
き

の
こ
が
鮮
明
に
描
写
さ
れ
た
。

殊
に
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
森

林
に
は
、
シ
ラ
カ
ン
バ
が
多

か
っ
た
。
自
然
か
ら
キ
ャ
ッ

チ
し
た
こ
の
情
報
が
私
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
詣
の
起
源
と
な
っ

て
い
る
。

　
シ
ラ
カ
ン
バ
と
言
え
ば
、

世
界
の
多
く
の
人
々
か
ら
愛

さ
れ
て
い
る
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ

ケ
が
発
生
す
る
樹
種
だ
。
江

戸
時
代
を
代
表
す
る
俳
諧
師

の
小
林
一
茶
の
名
句
に
登
場

す
る
「
う
つ
く
し
い
き
の

こ
」
、
イ
ギ
リ
ス
で
論
理
学

者
、
写
真
家
、
作
家
、
詩
人
と

し
て
活
躍
し
た
ル
イ
ス
・
キ

ャ
ロ
ル
の
「
不
思
議
の
国
の

ア
リ
ス
」
に
登
場
す
る
き
の

こ
は
ベ
ニ
テ
ン

グ
タ
ケ
だ
。
こ

の
繊
細
な
き
の

こ
は
、
前
年
の

積
雪
量
で
発
生

数
や
大
き
さ
に

差
が
生
じ
る
。

厳
し
く
も
美
し

い
冬
景
色
の
様

相
が
森
林
内
の

動
植
物
、
菌
類

の
生
態
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ

す
の
だ
。
厳
し

い
冬
は
、
生
物

の
時
間
を
停
止

さ
せ
る
か
の
如
く
だ
が
、
冬

の
様
相
こ
そ
が
人
々
を
魅
了

　
こ
の
地
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
か
ら
寄
せ
る
風
雪
に
さ
ら

さ
れ
て
聳
え
立
っ
た
ト
ド
マ

ツ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
ナ
ノ

キ
、
ヤ
チ
ダ
モ
な
ど
の
大
径

木
も
多
い
。
林
床
に
は
四
季

の
風
物
詩
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
。
天
都
山
か
ら
近
い
キ
ャ

ン
パ
ス
の
外
周
に
整
備
さ
れ

た
約
５
㌔
㍍
の
フ
ァ
イ
ン
ト

レ
ー
ル
は
、
東
側
か
ら
斜
里

岳
、
そ
の
北
側
に
は
羅
臼
岳

か
ら
知
床
半
島
の
先
端
が
見

通
せ
る
。
西
側
か
ら
一
望
可

能
な
網
走
湖
と
能
取
湖
を
眺

め
る
と
北
海
道
な
ら
で
は
の

生
物
を
回
想
で
き
る
。

　
真
冬
の
フ
ァ
イ
ン
ト
レ
ー

ル
を
散
策
す
る
と
数
多
く
の

生
物
と
の
筋
書
き
の
な
い
出

会
い
が
あ
る
。
野
生
の
エ
ゾ

リ
ス
、
キ
タ
キ
ツ
ネ
、
エ
ゾ

シ
カ
さ
ら
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

沿
岸
や
臨
海
研
究
セ
ン
タ
ー

近
く
で
は
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
オ

オ
ワ
シ
な
ど
の
猛
禽
類
、
網

走
寒
冷
地
農
場
に
近
い
濤
沸

湖
に
は
白
鳥
が
飛
来
す
る
。

　
雪
が
降
り
始
め
て
大
地
を

白
く
覆
っ
た
頃
に
は
、
ヒ
グ

マ
を
目
撃
し
た
。
自
然
に
選

ば
れ
た
生
物
は
、
大
自
然
の

あ
ら
ゆ
る
命
に
何
ら
か
の
恩

恵
を
享
受
し
て
い
る
。

　
大
自
然
の

北
海
道
オ
ホ

ー

ツ

ク

で

は
、
凛
々
し

い
学
生
と
の
出
会
い
が
あ

る
。
ヒ
ト
も
エ
ゾ
シ
カ
、
ウ

マ
、
エ
ミ
ュ
ー
ま
で
も
の
吐

息
が
白
く
見
え
る
野
外
で
手

際
よ
く
動
物
を
飼
育
す
る

姿
、
雪
原
の
中
で
ホ
ー
ス
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
し
て
大
自
然

か
ら
の
教
え
を
五
感
で
受
容

し
て
心
身
を
鍛
え
て
い
る
姿

な
ど
だ
。

　
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ

ン
パ
ス
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
、
生
き
る

た
め
の
知
識
を
習
得
す
る
環

境
が
整
っ
て
い
る
。
こ
の
キ

ャ
ン
パ
ス
で
の
学
習
と
研
究

の
活
動
は
、
学
生
を
飛
躍
的

な
成
長
へ
導
く
と
確
信
す
る
。

【
文
・
江
口
文
陽
（
学
長
）、

写
真
・
阿
部
雄
介
】

す
る
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

大
自
然
を
創
出
す
る
の
だ
。

　
東
京
農
大
１
２
５
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
新
築

す
る
「
国
際
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
」
が
昨
年
12
月
に
着
工

し
、
着
々
と
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
竣
工
予
定
は
令
和
５
年
２

月
15
日
。

　
完
成
後
は
、
国
内
外
の
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
の

拠
点
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
や
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
学
生
の
活

動
ス
ペ
ー
ス
が
多

く
設
け
ら
れ
る
予

定
で
、
世
田
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
の
新
た

な
顔
と
な
る
だ
ろ

う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が

収
束
し
た
際
に

は
、
近
隣
住
民
の

憩
い
の
場
に
な
る

こ
と
も
期
待
さ
れ

る
。 【
清
水
正
樹
】

　
東
京
農
大
が
さ
ら
に
跳
躍

す
る
た
め
に
江
口
学
長
が
掲

げ
た
七
つ
の
施
策
の
一
つ

に
、「
農
あ
る
風
景
の
キ
ャ

ン
パ
ス
づ
く
り
」
が
あ
る
。

　
江
口
学
長
は
、
東
京
農
大

の
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

に
入
っ
た
と
き
に
農
を
感
じ

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
３

月
に
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
前
、

農
大
の
森
に
シ
イ
タ
ケ
の
ほ

だ
木
が
伏
せ
込
ま
れ
た
。
続

い
て
キ
ク
ラ
ゲ
、

マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
も

加
わ
り
、
６
月
末

に
は
田
植
え
も
実

施
し
た
。
稲
の
品

種
は
、
棚
沢
圃
場

で
も
育
て
て
い
る

コ
シ
ヒ
カ
リ
と
ニ

ホ
ン
バ
レ
の
２
品

種
だ
。

　
今
回
か
ら
連
載
開
始
の

「
き
の
こ
図
鑑
」。
そ
の
初
回

と
し
て
紹
介
す
る
の
は
「
ベ

ニ
テ
ン
グ
タ
ケ
」
だ
。

　
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ
の
姿

は
、
童
話
や
漫
画
で
は
よ
く

目
に
は
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
名
前
は
意
外
に
知
ら
れ

て
い
な
い
毒
キ
ノ
コ
で
あ

る
。
日
本
で
は
北
海
道
や
東

北
地
方
な
ど
の
シ
ラ
カ
バ
や

マ
ツ
の
樹
木
の
下
に
夏
か
ら

秋
に
発
生
す
る
。

　
写
真
は
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ

ク
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
で
撮
影

し
た
も
の
。
江
口
学
長
は
、

こ
の
キ
ノ
コ
か
ら
取
り
出
し

た
物
質
を
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
な
ど
の
治
療
に
役
立
て
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
仮
説

を
立
て
研
究
を
進
め
て
い

る
。
キ
ノ
コ
は
食
用
だ
け
で

な
く
薬
用
と
し
て
も
期
待
さ

れ
て
お
り
、
今
後
の
進
捗捗
が

注
目
さ
れ
る
。

 

【
寺
田
守
一
】

伏
せ
込
ま
れ
た
ほ
だ
木

田
植
え
を
行
う
江
口
学
長

　
５
月
に
収
穫
し
た
シ
イ
タ

ケ
は
栄
養
科
学
科
の
調
理
実

習
に
使
用
さ
れ
た
。
今
後

も
、
収
穫
し
た
作
物
は
学
生

の
研
究
や
実
習
に
活
用
し
て

も
ら
う
予
定
だ
。
稲
に
関

し
て
江
口
学
長
は
、「
食
と

農
」
の
博
物
館
に
所
蔵
し
て

い
る
古
農
具
を
使
用
し
、
稲

の
脱
穀
を
学
生
に
体
験
し
て

も
ら
い
た
い
と
話
す
。

 

【
礒
沼
玲
】

「
国
際
セ
ン
タ
ー
」着
工　

来
年
２
月
竣
工
予
定

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
た
な
顔
へ

完
成
予
想
図——

西
外
観

南
西
外
観

　
本
号
か
ら
連
載
す
る
「
学
長
の
愛
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

の
旅
」
で
は
、
キ
ラ
ッ
と
輝
く
学
生
生
活
の
最
前
線
現

場
を
、
江
口
学
長
に
よ
る
書
き
下
ろ
し
紀
行
文
と
し
て

紹
介
し
ま
す
。
初
回
に
お
届
け
す
る
の
は
、
北
海
道
オ

ホ
ー
ツ
ク
篇
で
す
。

ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ

病
気
の
治
療
に
役
立
つ

可
能
性
秘
め
た〝
毒
キ
ノ
コ
〟

人
々
を
魅
了
す
る

人
々
を
魅
了
す
る��

厳
し
く
も
美
し
い
冬
景
色

厳
し
く
も
美
し
い
冬
景
色

大
自
然
の
生
物
資
源
は

大
自
然
の
生
物
資
源
は

��

命
へ
の
恩
恵
を
享
受
す
る

命
へ
の
恩
恵
を
享
受
す
る

農大の森で田植えを実施
シイタケに続きキクラゲ、マンネンタケも

上
空
か
ら
見

た
冬
の
北
海

道
オ
ホ
ー
ツ
ク

キ
ャ
ン
パ
ス

大自然の北海道オホーツクキャンパスは
心身を育む 北海道オホーツク篇学長の愛したフィールドの旅

ファイントレールで出会ったキタキツネ

雪原でホーストレッキングを行う学生たち

数
多
く
の
生
物
と
の
筋
書
き
の
な
い
出
会
い
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厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
は
キ
ャ
ン
パ
ス
全

体
が
「
植
物
園
」
と
な
っ
て
お
り
、
四

季
折
々
の
植
物
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

そ
の
特
色
を
生
か
し
た
取
り
組
み
の
一

つ
「
Ｍマ

イｙ
果
樹
」
が
、
昨
年
に
引
き
続

き
今
年
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　「
Ｍ
ｙ
果
樹
」
で
は
、
学
内
に
あ
る

果
樹
を
学
生
に
開
放
し
、
一
人
一
人
が

い
わ
ば
そ
の
樹
の
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て

果
樹
を
栽
培
し
て
い
く
。
興
味
、
関
心

の
あ
る
果
樹
の
育
成
を
１
年
間
通
し
て

見
守
り
、
も
ち
ろ
ん
収
穫
物
は
自
家
消

費
が
可
能
だ
（
た
だ
し
、
収
穫
物
の
販

売
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
）。
ま
た
、
キ

ャ
ン
パ
ス
に
は
栽
培
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

い
る
た
め
、
初
心
者
で
も
安
心
し
て
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
対
象
果
樹
は
、
ウ
メ
（
９
品
種
31

本
）、
ビ
ワ
（
１
品
種
16
本
）、
カ
キ

（
６
品
種
58
本
）
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。
ま
さ
に
東
京
農
大
ら
し
い

実
学
教
育
で
あ
り
、
そ
の
一
環
が
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
外
に
も
用
意
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
。

　
希
望
す
る
学
生
は
、
個
人
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
団
体
で
も
可
能
で
、
最
大
４

年
間
に
わ
た
っ
て
果
樹
の
管
理
を
行
え

る
。

　
生
産
か
ら
加
工
ま
で
の
過
程
に
自
ら

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
、
学
生
た
ち
に

と
っ
て
新
た
な
自
分
発
見
に
も
役
立
つ

に
ち
が
い
な
い
。 

【
清
水
正
樹
】

包
括
連
携
協
定
の
も
と

包
括
連
携
協
定
の
も
と

��
Ｂ
Ｓ
Ｃ
工
法
を
推
進

Ｂ
Ｓ
Ｃ
工
法
を
推
進

環
境
・
景
観
・
安
全
性
に
配
慮
し

�
経
済
性
に
優
れ
た
新
技
術
開
発
始
動

世
田
谷
世
田
谷
世
田
谷

　
東
京
農
大
は
本
年
２
月
、
日
本
工
営

株
式
会
社
、
株
式
会
社
日
健
総
本
社
と

の
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
環
境

・
景
観
・
安
全
性
に
配
慮
し
経
済
性
に

優
れ
た
新
技
術
開
発
が
始
動
す
る
。

　
こ
の
協
定
は
、
日
健
総
本
社
が
開
発

　「
こ
の
果
物
を
本
学
発
で
普
及
さ
せ
て
い
こ
う
」
と
い
う
試
み
が
厚
木
キ

ャ
ン
パ
ス
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
珍
し
い
果
物
「
ペ
ピ
ー

ノ
」
だ
。
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
連
載
的
に
紹
介
す
る
第
１
回
。

　
ペ
ピ
ー
ノ
（Solanum muricatum 

Ait.

）
は
ナ
ス
科
の
果
菜
類
（
完
熟
し

た
果
実
を
収
穫
）
で
、
原
産
地
は
南
米

（
ペ
ル
ー
、
エ
ク
ア
ド
ル
な
ど
）
と
さ

れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
１
９

８
３
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
甘

さ
を
重
視
し
た
果
物
（
デ
ザ
ー
ト
と
し

て
利
用
す
る
）
と
し
て
、
大
手
商
社
に

よ
っ
て
果
実
が
導
入
さ
れ
た
。

　
現
在
、
研
究
を
進
め
て
い
る
農
学
部

高
畑
健
教
授
に
よ
る
と
、
果
実
の
特
徴

は
「
果
皮
は
黄
橙
色
で
紫
色
の
縦
縞
模

様
が
入
り
、
果
肉
は
多
汁
質
で
黄
橙

色
、
香
り
は
甘
く
て
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
さ

を
感
じ
さ
せ
、
味
は
メ
ロ
ン
と
洋
ナ
シ

を
混
ぜ
合
わ
せ
た
よ
う
な
も
の
」
と
の

こ
と
。

　
情
報
量
が
多
す
ぎ
て
想
像
が
追
い
つ

か
な
い
が
、
み
ず
み
ず
し
く
鮮
や
か
な

果
肉
で
あ
る
。

　
食
べ
る
と
き
は
、
リ
ン
ゴ
を
食
す
る

よ
う
に
果
実
を
縦
方
向
に
切
っ
て
、
そ

れ
か
ら
皮
を
む

く
。
中
心
部
の
種

な
ど
を
取
り
除

き
、
そ
の
ま
ま
食

べ
る
。

　
じ
つ
は
日
本
で

も
一
度
流
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
も
の

の
、
や
が
て
廃
れ

て
し
ま
っ
た
と
い

う
。
現
在
は
沖
縄

県
で
わ
ず
か
に
栽

「
Ｍ
ｙ
果
樹
」が
今
年
も
始
動

一
人
一
人
が
そ
の
樹
の
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
果
樹
栽
培

培
さ
れ
て
い
る
が
、
国
内
で
安
定
生
産

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、

ペ
ピ
ー
ノ
に
関
す
る
栽
培
研
究
な
ど
も

今
の
日
本
で
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
そ
こ
で
高
畑
教
授
は
、
我
が
国

に
お
い
て
ペ
ピ
ー
ノ
生
産
が
盛
ん
で
な

く
研
究
も
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
着
目

し
た
。

　
既
存
の
作
物
だ
け
で
は
な
く
、
未
利

用
生
物
資
源
の
中
か
ら
新
た
に
作
物
を

創
造
す
る
こ
と
も
農
学
の
重
要
な
役
割

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
一
度
は
衰
退

し
た
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
感
の
あ
る
植
物
資

源
に
対
し
て
持
て
る
技
術
を
駆
使
し
て

復
活
・
復
興
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
植
物

資
源
こ
そ
が
「
ペ
ピ
ー
ノ
」
で
あ
る
。

 

【
清
水
正
樹
】

表面浸食を防止する画期的工法

ＢＳＣ工法とは

施工日 ３か月後 ９か月後

生
産
す
る
土
壌
藻
類
を
活
用
し
、
日
本

工
営
が
開
発
し
た
表
面
浸
食
に
よ
る
土

壌
流
出
防
止
及
び
土
壌
飛
散
を
防
止
す

る
Ｂ
Ｓ
Ｃ
（Biological Soil Crust

）

工
法
を
も
と
に
、東
京
農
大
の
総
合
農
学

に
お
け
る
知
見
と
の
融
合
に
よ
り
、
地

球
温
暖
化
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
・

環
境
問
題
に
関
す
る
基
礎
研
究
や
応
用

技
術
を
用
い
た
新
技
術
開
発
、新
規
機
能

性
素
材
の
開
発
、
さ
ら
に
農
林
水
産
物

を
軸
と
し
た
開
発
技
術
等
を
用
い
た
地

域
活
性
化
に
お
け
る
協
力
を
推
進
し
、

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
む
。

 

【
矢
部
和
弘
（
森
林
総
合
学
科
教
授
）】

土壌藻類資材

（BSC-1）を散布 施工中

　ＢＳＣ工法は、土壌藻類を活用して表面浸食を防止する工法だ。土壌藻類資材（BSC-1）を散布し

てバイオロジカル・ソイル・クラスト（糸状菌類、土壌藻類、地衣類およびコケなどが地表面の土

粒子や土塊を絡めて形成するシート状の土壌微生物のコロニーのこと）を形成し、表面浸食を防止

して早く植生遷移をスタートさせることができる。造成のり面、崩壊・工事による荒れ地にも適用

できる環境に配慮した画期的な工法とされている。

　土壌藻類は世界中に存在する汎
はん

存
ぞん

種
しゅ

を使用しており、交雑等も起こさず、従来の斜面保護工より

安価で、環境保全規制区域への適用が可能で、これまでにない新技術である。

➡ ➡

東京農大発東京農大発をを目指している目指している
「珍しい果実」「珍しい果実」をを知っていますか!?知っていますか!?

ペ
ピ
ー
ノ
の
花
と
果
実
の
様
子

カットした果肉

—— その名は「ペピーノ」 ❶

施工後

ウ
メ

ビ
ワ
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昨
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中

に
開
催
し
た
「
両
極
の
馬
具
」
展
の
関

連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
食
と
農
」
の
博

物
館
主
催
で
実
施
予
定
だ
っ
た
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
り
中
止
に
な
っ
た
企
画
「
日
本

在
来
馬
に
乗
ろ
う
」
が
６
月
４
日
に
開

催
さ
れ
た
。

　
世
田
谷
区
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人bajico

の

協
力
の
も
と
、「
食
と
農
」
の
博
物
館

前
の
け
や
き
広
場
で
行
わ
れ
た
。

　
当
日
は
、
流
鏑
馬
の
射
手
で
全
国
の

演
武
披
露
を
行
っ
て
い
る
森
顕
氏
を
招

い
て
講
演
が
あ
り
、
参
加
者
は
和
式
乗

馬
（
ひ
き
馬
）
を
体
験
し
た
。
来
場
し

た
和
種
馬
は
、
北
海
道
和
種
馬
（
ど
さ

ん
こ
）と
木
曽
馬
だ
っ
た

写
真

。

　
一
般
の
方
対
象
の
乗
馬
体
験
は
事
前

申
し
込
み
制
と
し
て
い
た
が
、
30
人
の

枠
は
募
集
早
々
に
定
員
に
達
す
る
と
い

う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
当
日
は
地
元

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
取
材
も
あ
り
、
期

待
度
の
高
さ
が
窺
わ
れ
た
。
生
き
も
の

と
触
れ
合
う
イ
ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
減
っ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
催

し
に
は
人
間
の
心
と
体
を
調
整
す
る
大

き
な
役
割
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ら
れ

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

 

【
清
水
正
樹
】

「
日
本
在
来
馬
に
乗
ろ
う
」

「
日
本
在
来
馬
に
乗
ろ
う
」

「
両
極
の
馬
具
」展
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
両
極
の
馬
具
」展
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

TOKYO FM「あぐりずむ」　絶賛放送中！TOKYO FM「あぐりずむ」　絶賛放送中！
　日本の農業を応援する

TOKYO FM 番組「あぐりず

む」に東京農大の教員、学

生が出演中だ。川瀬良子さ

んがパーソナリティを務

め、ＪＦＮ（ジャパン・エフ

エム・ネットワーク）に加

盟する38局で放送してい

る。毎週火曜が本学の登場

日で、各放送局での放送時

間は下記の通り＝表。ぜひ

聴いてみてほしい。

　
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
都
内

最
大
級
の
研
究
拠
点
で
あ
る
サ
イ
エ
ン

ス
ポ
ー
ト
で
、
古
農
機
具
の
展
示
が
行

わ
れ
て
い
る
。
展
示
さ
れ
て
い
る
の

は
、
東
京
農
大
の
校
友
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
収
集
さ
れ
、
本
学
で
所
蔵
し

て
い
る
約
３
６
０
０
点
の
う
ち
、
稲
作

を
中
心
に
日
本
農
業
を
支
え
た
選
り
す

ぐ
り
の
道
具
た
ち
。

　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
実
際
の
農
作
業
で

使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ

道
具
で
あ
っ
て
も
使
用
者
の
違
い
や
対

象
と
す
る
作
物
の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て

も
農
具
に
生
じ
る
使
用
痕
が
異
な
る
な

ど
、
当
時
の
農
作
業
の
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
大
変
貴
重
な
資
料
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
時
に
芸
術
的
で
も
あ

る
。
中
に
は
産
業
遺
産
３
０
０
選
に
指

定
さ
れ
て
い
る
古
農
機
具
も
あ
り
、
農

の
文
化
（
ま
さ
に
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ

ー
）
を
大
い
に
体
感
で
き
る
も
の
ば
か

り
だ
。

　
ま
た
、
醸
造
科
学
科
で
所
蔵
す
る
希

少
な
記
念
ビ
ー
ル
缶
、
さ
ら
に
（
一

財
）
進
化
生
物
学
研
究
所
の
所
有
す
る

貴
重
な
昆
虫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

も
、
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
内
に
専
用
ケ

ー
ス
を
設
置
し
て
展
示
中
。

　
今
回
の
展
示
公
開
を
記
念
し
、
４
月

19
日
に
お
披
露
目
す
る
内
覧
会
が
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
関

係
者
も
来
学
し
、
注
目
の
高
さ
が
感
じ

ら
れ
た
。

　
今
後
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
展

示
な
ど
で
公
開
す
る
予
定

だ
。

　
一
般
の
方
の
見
学
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
検
討
中
だ

が
、
先
行
し
て
動
画
に
よ
る

公
開
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。 

【
清
水
正
樹
】

展示された古農機具について説明する木村李花子教授（左）

＝４月19日の内覧会で

貴
重
な「
昆
虫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」展
示
も

生
物
産
業
学
部
　
　
　
　
　

　

自
然
資
源
経
営
学
科
３
年
　

　

（
神
奈
川
県
立
鶴
見
高
等
学
校
卒
業
）

 

平
ひ

ら

野の

　
乃

な

い

暉き

さ
ん

人
気
店
メ
ニ
ュ
ー
に
並
ぶ
エ
ゾ
シ
カ
を
使
っ
た
３
品
を
考
案

　
平
野
さ
ん
た
ち
に
よ
る
ジ
ビ
エ
料

理
は
「
担
々
麺
」「
魯ル

ー
ロ
ー
ハ
ン

肉
飯
」「
餃

子
」
の
３
品
。
そ
も
そ
も
ジ
ビ
エ
に

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
作
物
被
害

を
知
っ
た
こ
と
だ
と
い
う
。

　
地
方
創
生
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
な
ど
を
勉
強
す

る
中
で
、
被
害
額
40

億
円
に
も
な
る
エ
ゾ

シ
カ
の
農
作
物
被
害

の
現
状
を
目
に
し
、

捕
獲
さ
れ
た
エ
ゾ
シ

カ
を
活
用
で
き
な
い

か
と
考
え
た
。
現
在

は
、
捕
獲
さ
れ
た
エ

ゾ
シ
カ
の
５
％
の
み

し
か
流
通
さ
れ
て
お
ら
ず
、
加
工
工

場
は
赤
字
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し

た
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、
少
し

で
も
加
工
工
場
や
農
家
の
方
の
助
け

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
と
い
う
。

　
エ
ゾ
シ
カ
の
肉
は
高
タ
ン
パ
ク
質

で
低
カ
ロ
リ
ー
で
あ
り
、
そ
れ
が
ジ

ビ
エ
の
魅
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　「
健
康
志
向
の
方
に
は
ピ
ッ
タ
リ

の
食
材
で
す
。
鉄
分
が
豊
富
な
の
で

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
一
緒
に
食
べ
る

と
、
鉄
分
の
吸
収
が
よ
り
良
く
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
一

般
に
は
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
茎
を
、
ジ
ビ
エ
料
理
に
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語

っ
た
。

　
考
案
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
、

「
ジ
ビ
エ
担
々
麺
」
が
完
成
す
る
ま

で
の
経
緯
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

　「
開
発
に
お
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
シ
ェ
フ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
う
な
ど
し
て
、
２
〜
３
か
月
を
か

け
て
改
良
を
重
ね
て
、
つ
い
に
完
成

し
ま
し
た
。
ス
ー
プ
は
、
捨
て
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
エ
ゾ
シ
カ
の

骨
か
ら
出
汁
を
取
り
ま
し
た
。
麺
は

ス
ー
プ
が
よ
く
絡
む
津
村
製
麺
所
の

製
品
を
選
び
ま
し
た
」

　
最
後
に
、
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

聞
い
た
。

　「
エ
ゾ
シ
カ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
臭
み
を
活
か
し
た
料
理
開
発
を
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ベ
ー
ス
で
月
に
１
回
、
エ
ゾ
シ
カ

を
使
っ
た
ジ
ビ
エ
料
理
を
作
り
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
さ
ら
な
る
活
動
を
熱
く
語
っ

た
。

 

【
礒
沼
玲
】

「
ジ
ビ
エ
担
々
麺
」

　
北
海
道
網
走
川
沿
い
に
建
つ
飲
食
店
「
炉
ば
た
燈
」
で
は
、
地
元
食
材

を
使
っ
た
創
作
料
理
が
人
気
だ
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
眼
前
に
望
む
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
も
あ
り
、
連
日
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
。
そ
の
メ
ニ
ュ
ー

に
、
東
京
農
大
生
が
考
案
し
た
ジ
ビ
エ
料
理
も
並
ん
で
い
る
。
手
が
け
て

い
る
の
は
「
ジ
ビ
エ
ラ
ー
メ
ン
研
究
所
」
の
平
野
乃
暉
さ
ん
た
ち
。
ジ
ビ

エ
に
興
味
を
持
っ
た
経
緯
や
、今
後
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

「ジビエ魯肉飯」を手に

笑顔の平野さん

ジビエジビエ料理料理でで地元地元のの農農のの
助けになりた助けになりたいい

「東京農業大学」出演：火曜日

川
瀬
良
子
さ
ん
と
江
口
学
長

AIR-G’（ＦＭ北海道） 5:50

エフエム青森 16:30

エフエム岩手
14:20
（木曜日15:15）

Date ｆｍ
（エフエム仙台）

18:45

エフエム秋田 16:45

エフエム山形 14:20

ふくしまFM 11:45

FMぐんま 6:45

TOKYO FM 15:50

RADIO　BERRY 14:20

FM-NIIGATA 15:24

FM長野 14:20

K-mix 6:15

FMとやま 8:30

エフエム石川 16:50

FM福井 16:45

FM AICHI 10:50

FM GIFU 16:40

FM三重 16:35

FM滋賀 16:45

FM大阪 15:51

Kiss FM KOBE 6:45

エフエム山陰 16:45

FM岡山 16:45

広島FM 6:15

エフエム山口 15:32

FM香川 14:30

FM愛媛 17:50

FM-TOKUSHIMA 16:50

エフエム高知 14:30

FM FUKUOKA 5:45

エフエム佐賀 10:43

エフエム長崎 16:50

エフエム熊本 6:45

エフエム大分 14:30

エフエム宮崎 15:50

エフエム鹿児島 9:40

FM沖縄 6:45

選
り
す
ぐ
り「
古
農
機
具
」展
示　

農
の
文
化
を
体
感

サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
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北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野
球
部

３
大
会
連
続
18
回
目
出
場

　
大
学
野
球
日
本
一
を
決
め

る
第
71
回
全
日
本
大
学
野
球

選
手
権
大
会
が
６
月
６
〜
12

日
に
開
催
さ
れ
、
東
京
農
大

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野

球
部
が
ベ
ス
ト
16
の
成
績
を

収
め
た
。
全
国
27
の
代
表
校

が
、
明
治
神
宮
球
場
と
東
京

ド
ー
ム
を
舞
台
に
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
。
北
海
道
オ
ホ
ー

ツ
ク
硬
式
野
球
部
は
、
北
海

道
学
生
野
球
連
盟
春
季
リ
ー

グ
戦
を
9
勝
1
敗
で
優
勝

し
、
３
大
会
連
続
18
回
目
の

出
場
と
な
っ
た
。

　
１
回
戦
の
対
戦
相
手
は
、

九
州
地
区
大
学
野
球
連
盟
南

部
代
表
の
宮
崎
産
業
経
営
大

学
（
３
年
ぶ
り
３
回
目
）。

先
発
投
手
の
伊
藤
茉
央
さ
ん

（
自
然
資
源
経
営
学
科
４
年

／
喜
多
方
高
）
が
安
定
感
抜

群
の
投
球
を
見
せ
、
九
回
を

無
失
点
に
抑
え
た
。
打
っ
て

は
吉
井
嵐
将
さ
ん
（
自
然
資

源
経
営
学
科
４
年
／
東
京
農

大
二
高
）
が
３
打
数
３
安
打

３
打
点
の
活
躍
。
４
｜
０
で

勝
利
を
掴
ん
だ
。

　
続
く
２
回
戦
の
対
戦
相
手

は
、昨
年
準
々
決
勝
で
敗
れ
、

今
大
会
も
優
勝
候
補
の
一
つ

に
挙
げ
ら
れ
た
関
甲
新
学
生

野
球
連
盟
代
表
の
上
武
大
学

（
３
大
会
連
続
18
回
目
）。
昨

年
の
借
り
を
返
す
べ
く
、
江

口
学
長
も
応
援
に
駆
け
付
け

た
一
戦
と
な
っ
た
が
、
先
発

投
手
の
石
澤
大
和
さ
ん
（
自

然
資
源
経
営
学
科
３
年
／
網

走
南
ヶ
丘
高
）
が
粘
り
強
い

投
球
を
続
け
た
。
試
合
が
動

い
た
の
は
０
｜
０
で
迎
え
た

六
回
表
、
満
塁
の
場
面
で
４

番
・
金
子
隼
人
さ
ん
（
自
然

資
源
経
営
学
科
３
年
／
帝
京

八
王
子
高
）
が
ラ
イ
ト
線
を

破
る
３
点
タ
イ
ム
リ
ー
三
塁

打
で
先
制
点
を
挙
げ
る
。
し

か
し
そ
の
裏
、
本
塁
打
で
１

点
を
返
さ
れ
、
八
回
に
も
２

点
を
奪
わ
れ
て
３
｜
３
と
な

る
。
同
点
で
迎
え
た
九
回

裏
、
二
死
ま
で
奪
う
も
走
者

二
塁
か
ら
右
翼
前
に
安
打
さ

れ
、
惜
し
く
も
３
｜
４
×
で

サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
喫
し
た
。

　
結
果
は
過
去
最
高
の
ベ
ス

ト
４
を
超
え
る
こ
と
が
で
き

ず
残
念
で
あ
っ
た
が
、
出
場

選
手
を
み
て
も
若
い
学
生
も

多
く
出
場
し
て
お
り
、
秋
に

向
け
て
し
っ
か
り
鍛
え
上

げ
、
明
治
神
宮
大
会
に
も
出

場
で
き
る
よ
う
ぜ
ひ
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。 

【
清
水
正
樹
】

１
回
戦
で
完
封
し
た
伊
藤
投
手
／
Ⓒ
ア
フ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

　
陸
上
競
技
部
と
言
え
ば
箱

根
駅
伝
、
は
皆
さ
ん
が
持
た

れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
友

会
陸
上
競
技
部
は
長
距
離
男

子
、
長
距
離
女
子
、
短
距
離

の
３
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
出
場
69
回
を
誇

る
箱
根
駅
伝
は
長
距
離
男
子

の
最
大
の
目
標
で
あ
る
。
古

豪
復
活
が
叫
ば
れ
る
な
か
、

第
90
回
大
会
を
最
後
に
本
戦

出
場
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
は
い
る
が
、

学
連
選
抜
と
し
て

箱
根
路
を
走
っ
た

高
槻
芳
照
（
食
料

環
境
経
済
学
科
３

年
／
学
法
石
川
高
）

と
並
木
寧
音
（
国

際
農
業
開
発
学
科

３
年
／
東
京
実
業

高
）
が
チ
ー
ム
を

引
っ
張
る
。
２
０

２
４
年
に
箱
根
駅

伝
は
第
１
０
０
回

大
会
を
迎
え
る
。

古
豪
復
活
に
は
最

高
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
あ
ろ
う
。

　
長
距
離
女
子
も
２
０
１
８

年
に
は
全
日
本
大
学
女
子
駅

伝
で
４
位
に
入
る
な
ど
、
全

国
常
連
校
で
あ
っ
た
が
、
こ

こ
２
年
は
怪
我
に

悩
ま
さ
れ
た
選
手

も
多
く
、
出
場
を

逃
し
て
い
る
。
今

年
は
な
ん
と
し
て

も
出
場
権
を
獲
得

し
、
上
昇
へ
の
一

歩
と
し
た
い
。
そ

ん
な
中
、
短
距
離
で
は
メ
ル

ド
ラ
ム
・
ア
ラ
ン
（
分
子
微

生
物
学
科
３
年
／
相
洋
高
）

が
本
年
の
全
日
本
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
男
子
４
０
０
㍍

に
お
い
て
、
決
勝
で
第
３
位

に
入
る
と
い
う
快
挙
を
成
し

遂
げ
た
。
今
後
は
世
界
選
手

権
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
視
野

に
入
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

ア
ラ
ン
に
引
っ
張
ら
れ
る
よ

う
に
、
短
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
は

関
東
学
生
陸
上
競
技
対
抗
選

手
権
大
会
に
お
い
て
４
×
４

０
０
㍍
リ
レ
ー
で
優
勝
す
る

な
ど
、
好
成
績
を
収
め
て
い

る
。
短
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
の
活

躍
に
刺
激
を
受
け
て
、
次
は

長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
が
や
っ
て

く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
陸
上
部
復
活
に
向
け
て
、

３
ブ
ロ
ッ
ク
が
一
丸
と
な
っ

て
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
陸
上
競
技
部
長
・
坂
田
洋
一

（
生
命
科
学
部
長
、
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
学
科
教
授
）】

　
２
０
２
２
年
度
東
京
学
生

柔
道
優
勝
大
会（
男
子
二
部
）

が
５
月
29
日
に
日
本
武
道
館

で
行
わ
れ
、
農
友
会
柔
道
部

が
団
体
戦
で
見
事
に
優
勝

し
、
全
日
本
学
生
柔
道
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

同
時
に
、
今
大
会
特
例
措
置

に
よ
り
、
11
年
ぶ
り
の
１
部

復
帰
が
決
ま
っ
た
。
ま
た
、

花
野
良
輝
さ
ん
（
食
料
環
境

経
済
学
科
３
年
／
開
志
国
際

高
）
が
優
秀
選
手
に
選
ば
れ

た
。
９
年
ぶ
り
の
出
場
と
な

っ
た
全
日
本
柔
道
優
勝
大
会

は
６
月
25
〜
26
日
に
、
日
本

武
道
館
で
行
わ
れ
た
。

　
１
回
戦
の
対
戦
校
は
中
国

四
国
代
表
の
広
島
大
学
。
白

熱
し
た
展
開
と
な
っ
た
が
、

３
｜
２
で
勝
利
し
、
２
回
戦

進
出
を
決
め
た
。
２
回
戦
の

対
戦
校
は
強
豪
の
筑
波
大
学

で
終
始
、
主
導
権
を
握
ら

れ
、
０
｜
７
で
の
敗
退
と
な

っ
た
。

　
球
技
な
ど
と
は
異
な
り
、

直
接
の
接
触
を
避
け
ら
れ
な

い
柔
道
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
大
き

く
受
け
た
。
し
か

し
、
普
段
の
練
習
も

十
分
に
は
で
き
な
い

な
か
で
も
選
手
た
ち

は
し
っ
か
り
と
準
備

を
し
、
試
合
に
臨
ん

だ
。
全
国
大
会
出
場

を
勝
ち
取
っ
た
柔
道

部
員
に
は
心
か
ら

「
お
め
で
と
う
」
そ

し
て「
あ
り
が
と
う
」

と
言
い
た
い
。
そ
し

て
、
１
部
で
の
活
躍

に
期
待
し
た
い
。

 

【
清
水
正
樹
】

　
農
友
会
社
交
ダ
ン
ス
研
究

部
は
昭
和
22
年
同
好
会
社
交

ダ
ン
ス
部
と
し
て
発
足
し
、

今
ま
で
も
数
々
の
大
会
で
好

成
績
を
収
め
て
い
る
団
体
で

あ
る
。

　
第
１
２
３
回
東
都
日
本
学

生
競
技
ダ
ン
ス
選
手
権
が
４

月
17
日
、
獨
協
大
学
を
会
場

と
し
て
行
わ
れ
、
見
事
に
総

合
で
団
体
優
勝
を
果
た
し

た
。
個
人
の
部
で
も
、
末
永

一
真
さ
ん
（
分
子
生
命
化
学

科
４
年
／
川
越
東
高
）
と
関

泉
美
さ
ん
（
分
子
微
生
物
学

科
４
年
／
八
千

代
松
陰
高
）
の

ペ
ア
が
シ
ニ
ア

・
モ
ダ
ン
の
部

「
ク
イ
ッ
ク
ス

テ
ッ
プ
」
で
優

勝
、
倉
科
翼
さ

ん
（
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科

４
年
／
松
本
美

東
京
大
会
で
優
勝
し
、

９
年
ぶ
り
に
全
国
の
舞
台
へ

11
年
ぶ
り
１
部
復
帰
も
果
た
す

　
倉
科
さ
ん
と
府
録
さ
ん
の

ペ
ア
は
、
６
月
11
〜
12
日
に

行
わ
れ
た
第
１
０
９
回
東
部

日
本
学
生
競
技
ダ
ン
ス
選
手

権
（
会
場
同
）
で
も
そ
の
実

力
を
大
い
に
発
揮
し
、
シ
ニ

ア
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
部

「
ク
イ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
」で
優

勝
し
、
同
「
ワ
ル
ツ
」
で
第

３
位
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
に
先
立
つ
６
月
５
日

に
行
わ
れ
た
第
18
回
東
部
日

本
学
生
競
技
ダ
ン
ス
選
手
権

大
会
前
期
新
人
戦
（
会
場

同
）
の
シ
ニ
ア
・
ラ
テ
ン
の

部
「
パ
ソ
ド
ブ
レ
」
で
、
今

井
彰
祐
さ
ん
（
国
際
バ
イ
オ

ビ
ジ
ネ
ス
学
科
２
年
／
富
士

学
苑
高
）
と
吉
田
千
笑
さ
ん

（
食
品
安
全
健
康
学
科
３
年

／
玉
川
学
園
高
）
の
ペ
ア
が

第
３
位
を
獲
得
し
た
。

　
社
交
ダ
ン
ス
研
究
部
の
今

後
ま
す
ま
す
の
活
躍
に
期
待

し
た
い
。 

【
清
水
正
樹
】

東
部
日
本
学
生
選
手
権
で
も

�

個
人
優
勝
、３
位
獲
得

今井さん・吉田さんの

ペア

須
々
ケ
丘
高
）・
府
録
明
河

さ
ん
（
醸
造
科
学
科
４
年
／

越
谷
北
高
）
が
同
「
タ
ン

ゴ
」
で
準
優
勝
と
い
う
素
晴

ら
し
い
結
果
を
収
め
た
。
末

永
・
関
ペ
ア
は
、
同
「
ワ
ル

ツ
」
で
も
第
３
位
を
獲
得
し

た
。

東都日本学生選手権で団体優勝
農友会社交ダンス研究部

個人の部も優勝・準優勝果たす

末
永
さ
ん
・
関
さ
ん
の
ペ
ア

倉
科
さ
ん
・
府
録
さ
ん
の

ペ
ア

農
友
会
柔
道
部
の
選
手
と
大
田
監
督

トレーニングに励む長距離男子の選手たち

全
日
本
選
手
権
４
０
０
㍍
で
３
位
に
入
っ
た
メ
ル
ド
ラ
ム
・
ア
ラ
ン
選
手

関
東
学
生
選
手
権
４
×
４
０
０
㍍

リ
レ
ー
で
優
勝
し
た
選
手
た
ち

１回戦で３安打３打点の吉井選手

／Ⓒアフロスポーツ

３ブロックが一丸となって復活に向け精進
農友会陸上競技部

箱根第100回大会は最高のタイミング

農
友
会
柔
道
部

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権　
ベ
ス
ト
16
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